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川村スギ子さん（人見在住）の作品 
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大 好 評 
てブ、さ二はこそつ ・ 

公民館パッチワーク教室の作品展が、役場 

ロビーで1月29日～2月2日開催されまし 

た。作品はタペストリー（壁掛け）17品で、 

訪れた人はすばらしい作品に感心し、制作者 

に制作過程など熱心に話を聞いて、パッチワ 

ーク談義に花を咲かせていました。 

また、代表の桑野さんは「広くて、明るい 

ロビーを作品展の会場に貸してもらったこと 

で、今回のような大きな作品を展示できする 

ことができ、作品がいっそう映える」と感謝 

していました。 

役場を用事で訪 

れた人は、いつも 

と違うやわらかく 

明るい雰囲気に、 

気持ちがやわら 

ぎ、落ちついてと 

ても良いとの感想 

」7ミI ノIT-へ 
▲自分の作品とー緒に 森さん 、ー‘、ーリ 

ー 、 、 、 

ある生徒さんは 

「公民館のパッチワーク教室を受講し始め 

て、 4 ・ 5 年になります。今では、若い人 

達の中に入ってパッチワークをすることが、 

とても楽しみです。 

今回の展示会で、見に来てくれた友達か、、ノ 

ら『すばらしいね』といわれ、励みになり 

ますます意欲が湧いてきました。」と話され 

ていました。 

) 

」 

パッデクーラ7爵 
パッチワークとは、残り布やはぎれを集 

め、小さなピース（三角形などの一枚の布） 

に裁ってつぎはぎし、それを幾何学模様の 

ブロック（ピースを数片縫い合わせたもの） 

にし、さらにブロックを数枚つないでクッ 

ションやバッグ、ベッドカバーなどの作品 

を作ることです。 

その歴史は古く、現存する最古のものは 

モンゴルで発見され、紀元前100年～紀元前 

200年くらいの間に制作されたものと推定さ 

れています。 

また、 

アメリ力 

独立宣言 

のときの 

旗もパッ 

チワーク 

で作られ 

ており、ブルー地に13のり」」を表わした星の 

アップリケ、赤と白の縞をつなぎ合わせた 

ものでした。 

最近は上の写真のように古い着物を裁っ 

て、パッチワークで作品として再生すること 

が、流行っているそうです。 

▼次回制作予定作品 

パッチワーク用の 

布、ピース、 

ブロツク、小道具 

の数々 
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頭珍 晒珍 t@wn 

男女混合インディア力大会 
～ 勝 利 ノ＼ ア タ ッ ク 

第14回男女混合インディア力大会が2月18 

日（日）に、町民会館で開催されました。競 

技は青年の部10チーム、一般の部5チーム、 

壮年の部6チームの合計21チームの参加で行 

なわれました。各チームとも日頃の練習の成 

果を発揮し、試合になるとインディア力の羽 

根をレシーブ、ブロック、アタックと和やか 

な雰囲気の中にも真剣さがあふれ、ハッスル 

プレーの連続で競技を行なっていました。 

成績は 

青年の部 優勝 平原A（初優勝） 

準優勝 一区A 3 位 平原B 

―般の部 優勝 人見（二年連続） 

準優勝 四区 3 位 南木 

壮年の部 優勝 神崎ー（二年ぶり） 

準優勝 宝見 3 位 三区B 南木 

青 少年育成 田 川 大会 
～自分の考えを自分の言葉で～ ~ 

平成12年度青少年育成田川地区大会小中学生による『わ 

たしの主張』大会が、 2月3日に大任町レインボーホール 

で行われました。 

この大会は、21世紀を担う青少年たちが、今の時代をど 

のように生きていくかが重大あること伝え合い、そして、 

この大会を通じて子どもたちを支える私たち大人にも何が 

できるかを考える機会となる、田川市郡一体となった取り 

組みです。 

） 田川地区の小中学生 各市町村代表者計11人が、身近な 

いじめの問題や未成年の犯罪、環境問題や人との出会いや 

スポーツを通して学んだことなどの「わたしの主張」を行いました。 

「陰で家族や友達、先生が支えている」「人のことを考えられるクラスになった」「僕がみんな 

を支えていく」「今自分にできることは」・ ・ ・などの言葉に集まった参加者、子どもたちの明る 

い心の成長を確認できました。 

金田町からは、金田中学校2年生・平塚千寿さんが、『私の妹』という主張のなかで、普段私た 

ちが何気なく使う「何でそんなこともできないの」「それはI ・ ・でもできるよ」「・ ・ ・してあ 

げる」などの言葉に秘められる偏見や差別性を、偏見・まちがっていると感じてほしい！また、 

同情ではなく、特別扱いすることもなく、他の人と同じように・ ・ ・ 、一人ひとりの人権を尊重 

し、個性を認め合い、差別のない世の中になってほしい！という願いが、強く伝わってきました。 

『わたしの主張』大会。この大会は自分の考えをことばで伝え合う大会であり、現在の教育目 

標である「生きる力」を育むことにつながるという講評によってまとめられました。 

j （レポーター・福田全宏） 

なお、平塚さんの発表文は、15日号の人権作文入選作の中で紹介していきます。 

) 初優勝チームあり、連続優勝チームありと親 

睦の中にも、盛り上がった大会でした。 

また、負けたチームも来年度はと雪辱を期し 

ていました。 

―般の部、壮年の部の参加を増やし、更なる 

親睦を深めましょう。 

l麟才 
▲青年の部 優勝平原A 3位平原Bチーム 

わたしもよめるよI ? 

神崎保育所ひまわり組園児（6 歳児）22人が 

2月9日（金）総合会館内の図書室に行きました 

この行事は、文字を指でなぞって読むという絵本 

指導の一環で、実際に自分の力で読み、図書に親 

しみたくさん本のある雰囲気を経験していました。 

恐竜の本を見て「なんで魚に足が生えているん、f 

だ？」と友だちとひそひそ話したり、文字が大き義鼠7 

くて人気のある本は、 2 ・ 3人ですみのほうノ＼行 

き、ジャンケンで順番を決めていました。 

「繊一 

▲ー般の部 優勝 人見チーム ▲壮年の部 優勝 神崎ーチーム 
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